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緊急地震速報の周知・広報及び利活用推進 

関係省庁連絡会議（内閣府） 
                      
気象庁による緊急地震速報の一般への提供は平成19年10月1日から開始され5年が経とうとしていま

す（高度利用者向けは平成18年8月から先行的に開始されています）。一方、内閣府においては、「緊

急地震速報の周知・広報及び利活用推進関係省庁連絡会」が開催（第1回：平成19年3月28日）され政府

一体となって緊急地震速報の国民への普及・啓発に取り組んでいます。この間、岩手・宮城内陸地震（2008

年、M7.2）や東北地方太平洋沖地震（2011年、M9.0））など大きな地震を経験して緊急地震速報の見え

てきた課題とその改善策が講じられてきたところです。 

 今般、第9回「緊急地震速報の周知・広報及び利活用推進関係省庁連絡会」が開催（平成24年8月20日）

され、気象庁からは、「緊急地震速報の発表状況等について」報告されていますので紹介します。 

（１） 緊急地震速報の課題と対処 

 東北地方太平洋沖地震ではいくつかの課題が見えましたが、下記図1に課題とその対処方針につい

て報告されています。 

 

図 1 緊急地震速報の課題と対処   （気象庁資料） 
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（２）これまでの緊急地震速報の発表状況（その1） 

   一般報提供開始から平成24年7月1日の期間で、震度6弱以上を観測した地震が示されています。 

 

（２） これまでの緊急地震速報の発表状況（その2） 

東北地方太平洋沖地震の発生前と発生後における緊急地震速報（警報）の発表回数の比較及び 

   プログラム改修（平成23年8月）の前後における適切な発表事例の割合が示されています。 

  

 

 

 
 

表 1 これまでの緊急地震速報の発表状況 
期間：平成 19年 10月 1日から平成 24年 7月 1日 

最大震度：6 弱以上を観測した地震      （気象庁資料） 
 

 
 

図 2 東北地方太平洋沖地震の発生前と発生後における緊急地震速報（警報）の 
発表回数の比較                      （気象庁資料） 

        

表 1 これまでの緊急地震速報の発表状況   （気象庁資料） 
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～～～ なまずきんの働き（2012年８月） ～～～ 
 
【発信数等概要】 

8月に緊急地震速報（警報）が発表された地震の回数は 1回（7月は 0回）、緊急地震速報（予報）が

発表された地震の回数は 107回（7月は 102回）でした。発信の総数は 565通（6月は 511通）でした。

緊急地震速報で予測震度 4 以上と報じた地震の回数は 10 回（7 月は 8 回）、予測震度 3 と報じた地震の

回数は 22 回（7月は 19回）でした（Table.1、2）。 

「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」の余震活動は、全体的に見て多少の増減を伴いつつ

次第に低下してきており、8 月中に発生したＭ5.0 以上の地震の回数は 6 回（7 月は 1 回）、最大震度 4

以上を観測した地震の回数は 3回（7月は 0回）でした。なお、余震回数（2011/03/11 14:46～2012/06/30 

24:00、本震を除く）は、M7.0 以上が 6回、M6.0以上が 105回、M5.0以上が 700回となっています。 

 

Table.1 緊急地震速報で最大震度が４以上と予測された地震及び警報発表回数（2012 年８月 1 日～31 日） 
  予測震度 4 以上の発表回数   警報発表回数 

東北地方太平洋沖地震の余震        3.回  

計 10 回 

   0 回  

計 1回 上記以外        ７回    1 回 

       

Table.2 緊急地震速報で最大震度が３と予測された地震（2012 年 8 月 1 日～31 日） 

 予測震度３の発表回数 

東北地方太平洋沖地震の余震    14 回  

計 22 回 
上記以外 8 回 

 

【宮城県沖を震源とする地震】  

 8 月 30 日 04時 05 分頃に宮城県沖でＭ5.6の地震が発生し、宮城県南三陸町と仙台市で震度 5強を

観測しました。この地震に関して緊急地震速報（警報）は発表されていません。これは、緊急地震速

報の処理で予想した震度が 4 であり、警報を発表する基準（震度 5 弱以上）に達しなかったためです

（気象庁）。 

 

 

 図 4 推定した震源の位置 
★：観測された震源の位置（速報値） 

＋：緊急地震速報（予報）で発表した震源の位置 

図３ 石巻に着目し、緊急地震速報（速報）

を受信した時の“なまずきん”による

再現画面。×は震央。橙色の円が主要

動（Ｓ波）の拡がりを示す。 
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Table.3  緊急地震速報（予報）の発信状況  8 月 30 日 4 時 5 分、宮城県沖の地震      

（気象庁資料より） 

 

 
 

 

 

 

 

 


